
第１回 大熊町除染検証委員会 

 

日 時 ： 平成 30 年 11 月 8 日（木）14：00 ～  

場 所 ： 大熊町役場 中通り連絡事務所 

 

議事次第 

 

１．開会の挨拶 

     ２．確認事項 

      （１）配布資料の確認 

      （２）委員と事務局の紹介 

      （３）委員会設置要綱 

      （４）委員長の互選 

３．議 事 

      （１）大熊町の除染および環境放射能の状況 

      （２）今後のスケジュール 

     ４．閉会の挨拶 

 

 

◯配布資料 

資料１：配席図 

資料２：出席者名簿 

資料３：委員会設置要綱  

資料４：大熊町管内図（避難区域の状況） 

資料５：除染および環境放射能の状況 

資料６：今後のスケジュール 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（敬称略） 

資料１ 



第１回 大熊町除染検証委員会 

出席者名簿 

    ＜委員＞                          （敬称略） 

氏 名 所  属 

かわつ けんちょう 

河津 賢澄 
福島大学 共生システム理工学部  

特任教授 

かわせ けいいち 

川瀬 啓一 

国立研究開発法人 日本原子力研究開発機構 

福島研究開発部門 福島研究開発拠点 

福島環境安全センター プロジェクト管理課長 

しょうずがわ かつみ 

小豆川 勝見 
東京大学大学院 総合文化研究科 広域科学専攻 

環境分析化学研究室 助教 

よしだ ひろこ 

吉田 浩子 

東北大学大学院薬学研究科 

ラジオアイソトープ研究教育センター 准教授（欠席） 

うさみ のりこ 

宇佐美 徳子 

大学共同利用機関法人 高エネルギー加速器研究機構 

物質構造科学研究所 講師 （欠席） 

 （一般社団法人日本放射線影響学会 推薦） 

ひろしま こうじ 

廣嶋 公治 
大熊町議会議員 

ささき しょういち 

佐々木 祥一 
大熊町区長会 町区区長 

 

   ＜事務局＞ 

氏 名 所  属 

吉岡 文弘 大熊町役場 環境対策課長 

高松 宏志 大熊町役場 放射線対策係長 

藤井 暁彦 一般財団法人九州環境管理協会 環境部長 

村橋 輝紀 一般財団法人九州環境管理協会 環境部 環境保全課長 

入佐 英紀 一般財団法人九州環境管理協会 環境部 環境保全課係長 

松崎 良勇 一般財団法人九州環境管理協会 東京事務所所長 
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大熊町除染検証委員会設置要綱  

                      （平成 30 年 10 月 24 日告示第 46 号） 

（設置）  

第１条 東日本大震災及び原子力災害からの復興に向け、環境省の事業として行われてき  

 た除染事業の情報を収集・精査し、効果的に放射線量が低減しているかなどについて、  

 専門的な視点、また地域に精通した視点から分析や検証を行うため、大熊町除染検証委  

員会（以下「委員会」という。）を設置する。  

（所掌事項）  

第２条 委員会の所掌事項は、次のとおりとする。 

 (1) 除染の効果の分析・検証に関すること。 

 (2) 除染手法に関する調査及び研究に関すること。 

 (3) その他除染に関し必要な事項に関すること。 

（組織） 

第３条 委員会は、次に掲げる者をもって組織し、町長が委嘱する。 

 (1) 除染及び放射線に関する知識を有する者。 

 (2) 町民からの代表者。 

 (3) その他、町長が必要と認める者。 

（任期）  

第４条 委員の任期は１年の非常勤とする。ただし再任は妨げない。  

（委員長及び副委員長）  

第５条 委員会には委員長及び副委員長を置く。  

２ 委員長は互選により決定し、副委員長は委員長が指名により決定するものとする。  

３ 委員長は、委員会を代表し、会務を総理する。  

４ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときまたは委員長が欠けたときは、  

 その職務を代理する。  

（会議）  

第６条 委員会の会議は、委員長が招集し、委員長がその議長となる。  

２ 委員会の会議は、その目的により、委員の一部をもって開くことができる。  

３ 委員会は、必要があると認められるときは、委員以外の者を出席させ、説明または意  

 見を求めることができる。  

（会議の取扱い）  

第７条 会議については、原則非公開とする。  

２ 会議に提出した資料及び開催結果については、会議終了後公開する。  

３ 委員の氏名及び職業は、公表するものとする。  

（庶務）  

第８条 委員会の庶務は、環境対策課において処理する。  

（雑則）  

第９条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項等は、町長または

委員長が委員会に諮って定める。  

 

   附 則  

 この要綱は、公布の日から施行する。  
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除染および環境放射能の状況

資料５

１．福島県の放射線量率の状況･･･p.1～p.4
２．避難区域の変遷･･･p.5～p.7
３．大熊町の除染の状況･･･p.8～p.9
４．大熊町の放射線量率の状況･･･p.10～p.26
５．放射線量の評価について･･･p.27～p.29



１．福島県の放射線量率の状況

［出典：「福島県及びその近隣県における航空機モニタリングの測定結果について」原子力規制委員会（平成30年2月20日）］ 1
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１．福島県の放射線量率の状況

［出典：「放射線等分布マップ拡大サイト」原子力規制委員会HP、平成30年10月15日取得］

備考）平成29年11月16日時点

◆大熊町及びその周辺の空間線量率（航空機モニタリング結果）

大川原地区

中屋敷地区

注）航空機モニタリングマップは、文部科学省が米国エネルギー省等と連携
して実施してきた航空機モニタリング※の結果等に基づき、各時点における
地表面から1ｍ高さの空間線量率及び地表面への放射性物質の沈着状況
をマップ上に示したもの。

※航空機モニタリングとは、地表面への放射性物質の蓄積状況を確認する
ため、航空機に高感度の大型の放射線検出器を搭載し、地上に蓄積した放
射性物質からのガンマ線を広範囲かつ迅速に測定する手法。



１．福島県の放射線量率の状況

［出典：「ふくしま復興ステーション」福島県HP、平成30年10月15日取得］
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１．福島県の放射線量率の状況

4
［出典：「ふくしま復興ステーション」福島県HPより作成、平成30年10月15日取得］
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２．避難区域の変遷
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平成24年3月30日現在 平成24年4月1日現在 平成25年12月31日現在

［出典：「これまでの避難指示等のお知らせ」経済産業省HP、平成30年10月15日取得］



２．避難区域の変遷

6

平成26年10月1日現在 平成27年9月5日現在 平成28年6月14日現在

［出典：「これまでの避難指示等のお知らせ」経済産業省HP、平成30年10月15日取得］



２．避難区域の変遷

7

平成29年4月1日現在

［出典：「これまでの避難指示等のお知らせ」経済産業省HP、
平成30年10月15日取得］

大熊町の大川原地区は居住制限区域
（363人、131世帯）、
中屋敷地区は避難指示解除準備区域
（22人、11世帯）である。



３．大熊町の除染の状況
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土地利用 実施数量

宅地 220件

農地 170ha

森林 200ha

道路 31ha

◆除染実施期間 ⇒ 除染実施計画に基づく作業完了
平成24年12月～平成26年3月

◆除染実施数量
◆除染実施区域

法面の除染 擁壁の除染 伐採による除染

［出典：「除染情報サイト」環境省HP、平成30年10月15日取得］

芝生の除染

◆坂下ダムの除染作業の状況



３．大熊町の除染の状況
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農地除染 森林除染 道路除染

家屋除染（表土剥ぎ取り） 家屋除染（壁拭き取り） 家屋除染（軒樋）

◆大川原地区の除染作業の状況

［出典：「除染情報サイト」環境省HP、平成30年10月15日取得］



４．大熊町の放射線量率の状況（環境省調査）
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◆空間線量率測定結果（地上1m）

※調査期間：除染前H24.12～H26.6、除染後H25.2～H26.8、事後【1回目】H26.10～H27.3、事後【2回目】H30.6～H30.8
［出典：環境省提供資料］

除染前 除染後
事後

【1回目】
事後

【2回目】
除染前
→除染後

除染前
→事後【1回目】

除染前
→事後【2回目】

① ② ③ ④ (①－②)/① (①－③)/① (①－④)/①
3.5以上 487 4.70 1.93 1.39 0.64 59% 70% 86%
2.5以上3.5未満 593 2.93 1.28 1.00 0.49 56% 66% 83%
1.5以上2.5未満 1,430 1.95 0.86 0.66 0.36 56% 66% 82%
1.5未満 1,275 0.97 0.54 0.46 0.26 44% 52% 73%
3.5以上 548 5.02 1.18 1.05 0.59 76% 79% 88%
2.5以上3.5未満 390 3.03 0.92 0.74 0.39 70% 76% 87%
1.5以上2.5未満 468 1.94 0.75 0.60 0.34 62% 69% 83%
1.5未満 273 1.01 0.57 0.55 0.30 44% 46% 71%
3.5以上 683 4.83 3.40 2.79 1.39 30% 42% 71%
2.5以上3.5未満 474 2.95 2.21 1.95 0.96 25% 34% 67%
1.5以上2.5未満 504 2.02 1.62 1.54 0.78 20% 24% 61%
1.5未満 800 0.88 0.73 0.73 0.40 18% 17% 54%
3.5以上 209 4.58 1.91 1.49 0.76 58% 68% 83%
2.5以上3.5未満 332 2.91 1.35 1.05 0.53 54% 64% 82%
1.5以上2.5未満 715 1.97 1.04 0.82 0.41 47% 58% 79%
1.5未満 940 0.96 0.59 0.51 0.28 38% 47% 71%

10,121 2.35 1.19 0.99 0.51 49% 58% 78%

土地区分
除染前の線量帯
（μSv/h）

測定点数

線量平均値（μSv/h） 線量低減率

合計

宅地

農地

森林

道路

※事後【2回目】は暫定値です。



４．大熊町の放射線量率の状況（環境省調査）
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【除染前】 【除染後】

◆大川原地区の空間線量率測定結果（地上1m）

［出典：環境省提供資料］

H24.12～H26.6 H25.2～H26.8

【事後1回目】 【事後2回目】

H26.10～H27.3 H30.6～H30.8

・現在、3.8μSv/hを超過する箇所はない。 ※事後【2回目】は暫定値です。



４．大熊町の放射線量率の状況（環境省調査）
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【除染前】 【除染後】

◆中屋敷地区の空間線量率測定結果（地上1m）

［出典：環境省提供資料］

H24.12～H26.6 H25.2～H26.8

【事後1回目】 【事後2回目】

H26.10～H27.3 H30.6～H30.8

・現在、調査地域全域で0.75μSv/h以下となっている。 ※事後【2回目】は暫定値です。



４．大熊町の放射線量率の状況（環境省調査）
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備考）1年の間、屋外に毎日8時間、屋内に毎日16時間居ると仮定し、木造建物の
遮蔽係数0.4を考慮した場合、μSv/hと年間mSvの関係は以下の通りである。

［出典：環境省提供資料］

・0.23μSv/h   ⇔ 年間約 1mSv
・1.0μSv/h ⇔ 年間約 5mSv
・1.9μSv/h ⇔ 年間約10mSv
・3.8μSv/h ⇔ 年間約20mSv
・9.5μSv/h ⇔ 年間約50mSv



４．大熊町の放射線量率の状況（環境省調査）
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【空間線量率(μSv/h)】

除染前 除染後

除染前平均値

2.34μSv/h

除染後平均値

1.20μSv/h

低減率：49%

◆大川原地区および中屋敷地区の空間線量率測定結果（地上1m）

［出典：環境省提供資料］

・除染により49％低減されている。



４．大熊町の放射線量率の状況（環境省調査）
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【空間線量率(μSv/h)】

除染前 事後【1回目】

除染前平均値

2.34μSv/h

事後1回目平均値

1.00μSv/h

低減率：57%

◆大川原地区および中屋敷地区の空間線量率測定結果（地上1m）

［出典：環境省提供資料］

・除染前（H24.12～H26.6⇒H26.10～H27.3）より57％低減されている。
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【空間線量率(μSv/h)】

除染前 事後【2回目】

除染前平均値

2.34μSv/h

事後2回目平均値

0.52μSv/h

低減率：78%

４．大熊町の放射線量率の状況（環境省調査）

16

◆大川原地区および中屋敷地区の空間線量率測定結果（地上1m）

［出典：環境省提供資料］

・除染前（H24.12～H26.6⇒H30.6～H30.8）より78％低減されている。

※事後【2回目】は暫定値です。



４．大熊町の放射線量率の状況（環境省調査）

17

◆大川原地区および中屋敷地区の空間線量率測定結果（地上1m）

［出典：環境省提供資料］

・いずれの土地利用でも除染前より67％以上低減されている。
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４．大熊町の放射線量率の状況（町直営調査）

◆町直営調査一覧

調査区分
空間線量率 放射能濃度

サーベイメーター 土壌 水質 大気質 降下ダスト 樹木

2012年度
（H24度）

－
・15地点 ・15地点で粒子状物質

－ －

2013年度
（H25度）

－
・42地点
・河川13地点
・樹園地2地点

・井戸16地点
・河川14地点

・4地点で粒子状物質
（年4回） － －

2014年度
（H26度）

・民家119地点で
ガンカメラ測定

・15地点
・河川13地点
・樹園地2地点

・井戸10地点
・河川14地点

・5地点で定時降下物
・4地点で粒子状物質 － －

2015年度
（H27度）

・大川原、野上、熊
地区外で航空機
モニタリング

・山林10地点

・17地点
・河川8地点
・山林5地点

・河川8地点 ・5地点で定時降下物
と粒子状物質

－ －

2016年度
（H28度）

・高線量エリアの宅
地5地点

・主要道路で走行
サーベイ

・17地点
・河川8地点
・宅地5地点

・河川8地点 ・5地点で定時降下物
と粒子状物質

・2地点でエアロゾル

・増健センターの
卓球台上の塵
（スミヤ法）

－

2017年度
（H29度）

・主要道路で走行
サーベイ

・19地点
・河川8地点

・河川8地点
・井戸4地点

・5地点で定時降下物
と粒子状物質

・1地点でエアロゾルと
地上付近の粒子

・増健センターの
卓球台上の塵
（スミヤ法）

・帰還困難
5地点

2018年度
（H30度）

・宅地内80地点※ ・大川原70地点
・中屋敷30地点

・家屋内30地点※

（スミヤ法）
－

※「宅地内」とは民家の敷地内（庭、裏庭など）の空間線量率（μSv/h）を、「家屋内」とは屋内の塵を拭き取り、その放射能（Bq/cm2）を測定したものである。 18



４．大熊町の放射線量率の状況（町直営調査）

19

◆航空機モニタリング（H27）の結果

本データは、地図を使用しており著作権の関係からホームページ上では公開できません。



４．大熊町の放射線量率の状況（町直営調査）

20

◆空間線量率測定（H30）の結果（大川原地区）

・6～8月に大川原地区70地点で測定した。

・大川原地区の空間線量率は、最大
2.1µSv/h、平均0.77µSv/hであり、
3.8µSv/hを下まわっていた。



４．大熊町の放射線量率の状況（町直営調査）

21

◆空間線量率測定（H30）の結果
（中屋敷地区）

・6月に中屋敷地区30地点で測定した。

・中屋敷地区の空間線量率は、最大
0.8µSv/h、平均0.32µSv/hであり、
3.8µSv/hを十分に下まわっていた。



４．大熊町の放射線量率の状況（町直営調査）

22

◆大川原地区の空間線量率（地上1m）の推移

・大川原地区では、2011年に最大値8.75µSv/hを確認している。
事故から7年を経過して放射線量率は逓減し、2016年以降は
3.8µSv/hを下まわっている。

備考）上記は、定点観測している空間線量率（地上1m、9月測定分）を年度別に集計したものである。



４．大熊町の放射線量率の状況（町直営調査）

23

◆中屋敷地区の空間線量率（地上1m）の推移

・中屋敷地区では、2011年に最大値2.91µSv/hを確認している。
事故から7年を経過して放射線量率は漸減し、3.8µSv/hを十分
に下まわっている。

備考）上記は、定点観測している空間線量率（地上1m、9月測定分）を年度別に集計したものである。



４．大熊町の放射線量率の状況（町直営調査、H30）

2324

◆宅地内調査の実施

・ホットスポットファインダーで面的に測定を実施、
シンチレーションサーベイメーターで詳細測定。



４．大熊町の放射線量率の状況（町直営調査、H30）

232325

◆家屋内調査の実施

押さえ用発泡スチロール
が少しへこむ程度の圧力
で対象面を拭取る。

始点

終点

ほこりがたまっている平面を探し、
1000cm2を一筆書きで拭き取る。

長押の桟 長押の側面

×
塗り壁

×
障子

×
たたみ

×
フスマ

・家屋内の汚染の分布状況を
把握するため、約30軒で表面
密度調査を実施する。
・拭き取り場所は、50～100箇
所/家屋とする。



４．大熊町の放射線量率の状況（町直営調査、H30）

232326

◆家屋内調査の実施

・赤字は、放射線量率を示す。
・放射性セシウム濃度は、不検出～0.25 Bq/cm2を検出している。



５．放射線量の評価について

27

⇒3.8μSv/h

除染の効果と安全性は、下記により評価する。
「除染および放射性崩壊により、放射線量が十分に年間20mSv
（空間線量率3.8μSv/h）を下回る状態に低減されているか。」



５．放射線量の評価について

28［出典：「放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料（平成27年度版）」環境省］

QA９ 避難指示基準を年間20ミリシーベルトとした
根拠は何ですか。



５．放射線量の評価について

29［出典：「放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料（平成27年度版）」環境省］

QA10 毎時3.8マイクロシーベルトを年間被ばく線量20ミリ
シーベルトに相当すると考えた根拠は何ですか。



 

 

 

 

 

 

今後のスケジュール 

 

第 1 回委員会 

（平成 30 年 11 月 8 日） 

第 2 回委員会 

（平成 31 年１～2 月） 

第 3 回委員会 

（平成 31 年 2 月下旬～3

月上旬） 

・検討の目的、進め方 

 

・環境放射能の状況説明 

 

・評価の方法 

・追加データの提示 

 

・除染効果、安全性の検証 

 

・検討資料の最終案 

 

・除染効果、安全性の評価 

 

 

 

   ＊来年度は常磐線の開通に伴い大野駅周辺の一部区域の解除が予定されている 

 

 

 

 

 

 

 

資料６ 




